
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
経編の地組織よりなるファスナーテープ主体部（Ｔ２）の一側縁に連続して形成されるフ
ァスナーエレメント取付部（Ｔ１）に、連続状ファスナーエレメント列（ＥＲ）をファス
ナーテープの編成と同時に編込んだ編込みスライドファスナーにおいて、
前記ファスナーエレメント取付部（Ｔ１）は、各エレメント部分（Ｅ）　の脚部（Ｌ）　
を締付け固定する固定用鎖編糸（６，７）　による複数列のウェール（Ｗ２，Ｗ３）　と
、同取付部（Ｔ１）の地組織を構成する取付部地鎖編糸（５，８）　による複数列のウェ
ール（Ｗ１，Ｗ４）　と、前記ウェール（Ｗ１　～Ｗ４）　間を反転しながら挿入される
複数の緯挿入糸（１０，１１）　とにより組織され、
前記連続状ファスナーエレメント列（ＥＲ）が前記固定用鎖編糸（６，７）　のシンカー
ループ、前記取付部地鎖編糸（５，８）　及び前記緯挿入糸（１０，１１）　の上面に配
されると共に、各エレメント部分（Ｅ）　の脚部（Ｌ）　が前記固定用鎖編糸（６，７）
　のニードルループにより上面から締付け固定され、
ファスナーテープ主体部寄りの前記取付部地鎖編糸（５）　と前記エレメント部分（Ｅ）
　の脚部（Ｌ）　寄りの固定用鎖編糸（６）　とによる各ウェール間を交互に反転しなが
ら交絡する前記緯挿入糸（１１）が他の編糸よりも太い糸条により構成され、
その太い緯挿入糸（１１）の上面に交差して配されると共に前記ファスナーテープ主体部
寄りの取付部地鎖編糸（５）　といずれかの固定用鎖編糸（６，７）　とによるウェール
（Ｗ１　～Ｗ２，Ｗ３）間を交互に反転しながら交絡する緯挿入糸（１０）が熱収縮性の
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糸条から構成されてなり、
前記太い緯挿入糸（１１）がファスナーテープの最も下面側に配されてなる、
ことを特徴とする編込みスライドファスナー。
【請求項２】
前記エレメント部分（Ｅ）　の隣り合う脚部（Ｌ）　間を連結する連結部（ｃ）　が、前
記ファスナーテープ主体部寄りの前記取付部地鎖編糸（５）　と前記エレメント部分（Ｅ
）　の脚部（Ｌ）　寄りの固定用鎖編糸（６）　とにより構成される各ウェール間のほぼ
中央に配されてなる請求項１記載の編込みスライドファスナー。
【請求項３】
前記ファスナーエレメント取付部（Ｔ１）の最も外側に配される地鎖編糸（８）　が前記
固定用鎖編糸よりも細い糸条から構成されてなる請求項１記載の編込みスライドファスナ
ー。
【請求項４】
前記ファスナーエレメント列（ＥＲ）の下面にあって、前記固定用鎖編糸（６，７）　及
び前記ファスナー取付部（Ｔ１）の最も外側に配される取付部地鎖編糸（８）　によるウ
ェール（Ｗ２　～Ｗ４）　に沿う各鎖編目間を交互に反転しながら交絡する経挿入糸（９
）　が配されてなる請求項１記載の編込みスライドファスナー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は経編ファスナーテープの編成と同時に連続状の合成樹脂製ファスナーエレメント
列がファスナーテープの一側縁部に編込み固定された編込みスライドファスナーの改良に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の実用化されている編込みスライドファスナーが、例えば特開平１０－４２９１５
号公報に製法と共に開示されている。編込みスライドファスナーは、同公報に例示されて
いるように、ファスナーテープの長手方向に沿った側縁部にファスナーエレメント列の取
付部を有しており、同取付部は４ウエールの鎖編糸と、そのうちの外側の３ウエールの各
鎖編糸の編目に交互に反転しながら交絡して編成される経挿入糸と、全コースにわたって
各ウェールごとに３ウエールに跨がり順次ジグザク状に挿入される緯挿入糸と、更にテー
プ内側の２ウエールと外側の２ウエールにはそれぞれに２ウエールに跨がってジグザグ状
に挿入される緯挿入糸がジグザグ状に挿入されている。また、編成上がりのスライドファ
スナーストリンガの編目密度が粗い場合には、全ての緯挿入糸として、例えば変成ポリエ
ステル樹脂などからなる熱収縮性の繊維を使用することもある旨の記載がなされている。
【０００３】
前述の編成組織をもってファスナーテープを編成すると同時に、上記ファスナーエレメン
ト取付部に合成樹脂製のモノフィラメントを緯入して連続するコイル状ファスナーエレメ
ント列を成形しながら編込んで固定し、ファスナーストリンガーを製造する。前述のファ
スナーストリンガーにあっては、並列する各ファスナーエレメント部分の脚部を上方から
上記鎖編糸のニードルループにより締め付け固定しており、他の組織は全てファスナーエ
レメント列の下面に配される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記公報に開示された編込みスライドファスナーにあって同様であるが、従来のこの種の
編込みスライドファスナーに限らず連続状ファスナーエレメント列を縫着によりファスナ
ーテープに固定したスライドファスナーにあっても、すべからくファスナーエレメント列
はファスナーテープ表面に載置された状態で固定されており、そのテープ表面上の高さは
上下２本に重ねられた脚部の太さに略等しい。
【０００５】
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近年、特に衣料分野では薄手でソフト感に優れた衣料素材、例えばメリヤス製品が多く使
われるようになってきており、これらの衣料に上述のような編込みスライドファスナー或
いは薄手でしなやかな素材や組織からなる織りスライドファスナーが使われる。
【０００６】
しかるに、前述のごとく本来はファスナーテープ自体がしなやかであり、そこに取り付け
られるファスナーエレメント列もコイル状或いはジグザグ状に成形した合成樹脂製のモノ
フィラメントからなるため可撓性に富むものであるが、前述のような可撓性に富むファス
ナーエレメント列をしなやかなファスナーテープに取り付けるにあたっては、他の一般的
なファスナーテープに対する取付け手法と基本的に異なるところがない。つまり、編込み
或いは織込みスライドファスナーではファスナーエレメント列の各エレメント部分の脚部
を多数本の固定用糸条により締め付けて固定するため、スライドファスナーのファスナー
エレメント列が取り付けられた部分が剛直化して、しなやかでなければならないはずのス
ライドファスナー自体が棒状の状態となり、縫製などにより衣料品に取り付けたとき極め
て違和感の高いものとなる。このことは、ファスナーテープにファスナーエレメント列を
縫着により固定する場合にも同様である。
【０００７】
そこで、ファスナーストリンガー自体、すなわちファスナーテープ自体及びファスナーエ
レメント列の構成素材自体に柔軟性に富んだものを使い、或いはファスナーエレメント列
のファスナーテープへの取り付けにあたって固定用糸条の本数を少なくすると共に締付け
力を弱くすることも考えられるが、ファスナーエレメント列が変形しやすくなり、或いは
ファスナーエレメント列が移動しやすくなって、いずれもファスナーエレメントの噛合強
度が低下し、噛合割れが発生しやすくなり、スライドファスナーとしての機能が失われる
。
【０００８】
更に、従来のスライドファスナーのファスナーエレメント列の取付けは、上述のごとくフ
ァスナーエレメント列がファスナーテープ表面に載置された状態で固定され、そのテープ
表面上に突出する高さは上下２本に重ねられた脚部の太さに略等しいため、薄手の衣料品
などにアイロン仕上げを行うと、生地にファスナーエレメント列の跡が明瞭に付いてしま
うという不具合もある。
【０００９】
本発明は、係る従来の課題を解決することを目的に開発されたものであり、具体的には柔
軟性に富むとともに、所要の噛合強度が確保でき、しかもアイロン仕上げによってもファ
スナーエレメント列の跡がつきにくい編込みスライドファスナーを提供することを目的と
している。
【００１０】
【課題を解決するための手段及び作用効果】
本発明者等は、上記目的を達成すべく鋭意検討を重ねた結果、ファスナーテープ自体の柔
軟性と形態の安定性とを確保するには経編みからなることが好ましく、しかもファスナー
テープの編成組織及び同テープに対する編込みによるファスナーエレメント列の編込み固
定を、上記公報に記載された組織原理及び編込み固定原理を踏襲することが最も好ましい
ことを知った。
【００１１】
従って、本件発明にあっては上記公報に記載された編成組織及びファスナーエレメント列
の固定手法を基本構成とし、更に上記目的を達成すべく改良を図ったものである。しかし
て、本発明における編成組織は上記公報に例示された組織に限定されるものではなく、そ
の原理を変更しない範囲で多様に変更できることは以下の説明により明らかになる。
【００１２】
前記目的は、特許請求の範囲に記載された本件請求項１～４に係る発明により効果的に達
成される。
請求項１に係る第１の発明は、経編の地組織よりなるファスナーテープ主体部の一側縁に
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連続して形成されるファスナーエレメント取付部に、連続状ファスナーエレメント列をフ
ァスナーテープの編成と同時に編込んだ編込みスライドファスナーにおいて、前記ファス
ナーエレメント取付部は、各エレメント部分の脚部を締付け固定する固定用鎖編糸による
複数列のウェールと、同取付部の地組織を構成する取付部地鎖編糸による複数列のウェー
ルと、前記ウェール間を反転しながら挿入される複数の緯挿入糸とにより組織され、前記
連続状ファスナーエレメント列が前記固定用鎖編糸のシンカーループ、前記取付部地鎖編
糸及び前記緯挿入糸の上面に配されると共に、各エレメント部分の脚部が前記固定用鎖編
糸のニードルループにより上面から締付け固定され、ファスナーテープ主体部寄りの前記
取付部地鎖編糸と前記エレメント部分の脚部寄りの固定用鎖編糸とによる各ウェール間を
交互に反転しながら交絡する前記緯挿入糸が他の編糸よりも太い糸条により構成され、そ
の太い緯挿入糸の上面に交差して配されると共に前記ファスナーテープ主体部寄りの取付
部地鎖編糸といずれかの固定用鎖編糸とによるウェール間を交互に反転しながら交絡する
緯挿入糸が熱収縮性の糸条から構成されてなり、前記太い緯挿入糸がファスナーテープの
最も下面側に配されてなることを特徴とする編込みスライドファスナーを構成としている
。
【００１３】
この第１発明にあっては、ファスナーテープのファスナーエレメント取付部の編構造を取
付部地鎖編糸、固定用鎖編糸のシンカーループ及び緯挿入糸をもって構成すると共に、フ
ァスナーエレメント部分の編込固定には前記固定用鎖編糸のニードルループのみを使って
いる。そのため、鎖編糸と緯挿入糸によりテープの長さ方向及び幅方向の形態は安定して
おり、しかもファスナーテープのエレメント取付部は厚手とならず同取付部自体は柔軟性
に富んでいる。
【００１４】
ファスナーエレメント列の編込み固定が、その並列する各ファスナーエレメント部分の上
下脚部を固定用鎖編糸のニードルループにより固定するため、しっかりと固定され、各フ
ァスナーエレメント部分間のピッチが変化することなく、また各噛合頭部のテープ幅方向
への移動もなく、所要の噛合強度が確保されるとともに、噛合割れなども発生しない。
【００１５】
更に本発明にあっては、前記ファスナーテープ主体部寄りに配される取付部地鎖編糸と前
記エレメント部分の連結部寄りに配される固定用鎖編糸とによる各ウェール間を交互に反
転しながら交絡する前記緯挿入糸が他の編糸よりも太い糸条により構成され、その太い緯
挿入糸の上面に交差して配されると共に前記ファスナーテープ主体部寄りの取付部地鎖編
糸といずれかの固定用鎖編糸とにより形成されるウェール間を交互に反転しながら交絡す
る緯挿入糸が熱収縮性の糸条から構成されてなり、前記太い緯挿入糸がファスナーテープ
の最も下面側に配されている。
【００１６】
その結果、ファスナーチェーンの製造後に、同ファスナーチェーンを加熱処理することに
より前記熱収縮性の糸条から構成された緯挿入糸を収縮させると、同緯挿入糸の収縮によ
り同緯挿入糸が交絡するウェール間が引き絞られ、同時に上記太い緯挿入糸がテープ裏面
側に膨出して、テープ主体部とエレメント取付部との境界で段差が発現し、連続状ファス
ナーエレメント列の高さ方向の略半部がファスナーテープ主体部の表面より下方に沈み込
んだ状態となる。
【００１７】
かかるテープ形態により、例えば薄手の衣料品に前述のファスナーテープによる編込みス
ライドファスナーを取り付けると、衣料品との間に格別の違和感が生じることがなくなり
、しかもアイロン仕上げを行っても生地にファスナーエレメント部分の跡が残ることなく
、常に美麗な仕上がりが期待できる。
【００１８】
なお、本発明にあって上記ファスナーテープ主体部の編成組織や糸使いは特に限定される
ものではなく、従来の編込スライドファスナーに採用される一般的な組織や糸使いであっ
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てよい。
【００１９】
請求項２に係る第２の発明は、隣り合う脚部間を連結する前記エレメント部分の連結部が
、前記ファスナーテープ主体部寄りの前記取付部地鎖編糸と前記エレメント部分の脚部寄
りの固定用鎖編糸とにより構成される各ウェール間の中間に配される。第１の発明にかか
る構成が加わることにより、エレメント部分の脚部間を連結する連結部がファスナーテー
プ主体部寄りの前記取付部地鎖編糸により形成されるウェールと前記エレメント部分の脚
部寄りの固定用鎖編糸により形成されるウェールとの間に配されるため、この２列のウェ
ールの間を中心にテープ主体部が上方寄りに回動するように変形し、熱収縮性の糸条から
構成された上記緯挿入糸の収縮に伴ってテープ裏面側に膨出する上記太い緯挿入糸により
形成される上述の段部が更に顕著に発現するようになる。
【００２０】
請求項３に係る第３の発明は、前記第１発明にあって、そのファスナーエレメント取付部
の最も外側に配される地鎖編糸が前記固定用鎖編糸よりも細い糸条から構成されている。
上記第１発明にかかる構成を加えることにより、この第２発明はファスナーエレメント取
付部における外側縁が最も薄手の部分となり、スライダーの摺動によるファスナーエレメ
ント列同士の噛合時にスライダーの上翼片と下翼片とにより前記外側縁が噛み込まれるこ
とがなく、その狭小な摺動空間を円滑に案内されるようになる。
【００２１】
請求項４に係る第４の発明は、前記ファスナーエレメント列の下面にあって、前記固定用
鎖編糸及び前記ファスナーエレメント取付部の最も外側に配される取付部地鎖編糸による
ウエールに沿う各鎖編目間を交互に反転しながら交絡する経挿入糸が配されている。かか
る構成により、固定用鎖編糸及び取付部地鎖編糸によるウェールの形態が安定化し、ファ
スナーエレメント列をファスナーエレメント取付部へ一層安定した状態で固定することが
できる。
【００２２】
【発明の実施形態】
以下、本発明の代表的な実施の形態を添付図面に基いて具体的に説明する。図１は本発明
の実施形態である編込みスライドファスナーの一部を切開して上方から見た要部組織図で
あり、図２は同スライドファスナーのエレメント列の噛合状態を模式的に示す要部断面図
である。
【００２３】
図１から理解できるように、本実施形態による編込みスライドファスナーは、ファスナー
テープＴの長手方向に沿った一側縁部にファスナーエレメント取付部Ｔ１を有し、ファス
ナーエレメント取付部Ｔ１を除いたファスナーテープＴのテープ主体部Ｔ２は、鎖編糸１
（１－０／０－１）とトリコット編糸２（１－２／１－０）と、４ウェールＷにまたがっ
てコース方向に順次ジグザグ状に挿入される緯挿入糸３（０－０／４－４）とから編成さ
れている。
【００２４】
なお、このテープ主体部Ｔ２の編成組織は図示例に限定されるものではなく、通常のファ
スナーテープに採用される編成組織であってもよく、その糸使い或いは編成密度も任意で
ある。
【００２５】
上記ファスナーエレメント取付部Ｔ１の編成組織は、４つのウエールＷ１～Ｗ４を構成す
る鎖編糸５～８（１－０／０－１）と、そのうちの外側寄りの３ウエールＷ２～Ｗ４に沿
ってそれぞれ鎖編目間をジグザグ状に交絡しながら反転して編成される経挿入糸９（０－
０／１－１）と、４ウェールＷ１～Ｗ４を３ウェールに跨がって順次ジグザク状に挿入さ
れる第１の緯挿入糸１０（０－０／３－３）と、テープ主体部Ｔ２側の２ウェールＷ１，
Ｗ２の間及びファスナーエレメント取付部Ｔ１の外側の２ウェールＷ３，Ｗ４の間をジグ
ザグ状に交絡しながら反転して編成される第２の緯挿入糸１１（０－０／２－２）とによ
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り構成されている。
【００２６】
また、本実施形態にあっては、前記４つのウェールＷ１～Ｗ４を構成する鎖編糸５～８（
１－０／０－１）のうち、中央の２ウェールＷ２，Ｗ３が本発明におけるファスナーエレ
メント列の固定用鎖編糸６，７により構成され、その両側に配される２つのウェールＷ１
，Ｗ４が本発明における地鎖編糸５，８により構成される。また、前記第１の緯挿入糸１
０（０－０／３－３）の一部は前記ファスナーエレメント取付部Ｔ１とテープ主体部Ｔ２
の前記取付部Ｔ１に隣合う１ウエールとを３ウエールに跨がってジグザグ状に緯挿入がな
されている。
【００２７】
また、本実施形態によりファスナーエレメント取付部Ｔ１に編み込まれるファスナーエレ
メント列ＥＲは、図１からも理解できるように、各エレメント部分が１コースおきに編み
込まれている。更に詳しくは、予めコイル状に成形され、或いは編込時にコイル状に成形
される合成樹脂製のモノフィラメントが、ファスナーエレメント取付部Ｔ１の地組織を１
コース編成した直後に緯入れがなされ、成形されたエレメント部分Ｅの下面に、上記固定
用鎖編糸６，７のシンカーループ、地鎖編糸５，８、経挿入糸９、第１の緯挿入糸１０、
及び第２の緯挿入糸１１が配され、エレメント部分Ｅの上面を絞り込むようにして前記固
定用鎖編糸６，７のニードルループが配され、これを繰り返すことでファスナーエレメン
ト列ＥＲをファスナーテープＴに編み込んでいる。
【００２８】
前記エレメント部分Ｅは、図１及び図２から理解できるように、ファスナーテープＴのフ
ァスナーエレメント取付部Ｔ１の側縁から直交して水平に突出する上下脚部Ｌの突出端を
テープ面に対して直交する方向に連結するとともに、前記側縁と略平行に膨出する膨出部
を有する噛合頭部ＥＨが形成されており、前記上下脚部Ｌとテープ長手方向に隣り合う上
下脚部Ｌのそれぞれの上下脚部間を連結部Ｃにより連結している。
【００２９】
本実施形態によるファスナーテープＴのファスナーエレメント取付部Ｔ１の基本組織は、
前述のごとく鎖編糸を緯挿入糸により連結しているに過ぎないものであるため、形態的に
安定しているにも関わらず柔軟性を有しており、しかもエレメント部分Ｅの固定が固定用
鎖編糸６，７のニードルループによる総計４本の糸条によりなされるため、テープ上にお
けるエレメント部分Ｅの移動がなく、従って各エレメント部分Ｅ間のピッチも一定となり
、所要の噛合強度が得られる。
【００３０】
更に、本実施形態にあっては、ファスナーエレメント取付部Ｔ１の上記４つのウェールＷ
１～Ｗ４のうち、その最も外側に配されるウェールＷ４を構成する地鎖編糸８の太さを上
記固定用鎖編糸６，７よりも細くしており、テープ主体部Ｔ２側寄りの２列のウェールＷ
１，Ｗ２間をジグザグ状に交絡しながら反転して挿入される第２の緯挿入糸１１をファス
ナーテープＴの他の構成糸条よりも太くしている。
【００３１】
また、ウェールＷ１～Ｗ３にわたって順次ジグザク状に挿入される第１の緯挿入糸１０に
高い熱収縮性を有する糸条を採用している。一方、エレメント取付部における鎖編糸はテ
ープ主体部の鎖編糸より太い糸条を使用しており、また前述の太い緯挿入糸以外の緯挿入
糸及び経挿入糸も同じ太さとされている。なお、上述した高い収縮性を有する第１の緯挿
入糸１０をウェールＷ１及びＷ２にわたって順次ジグザグ状に交絡しながら反転させて挿
入させてもよい。
【００３２】
本実施形態にあって、交差する糸条の配置、特にファスナーエレメント取付部Ｔ１とテー
プ主体部Ｔ２との境界部分における交差する糸条の配置も重要な意味をもつ。図示例では
、高い熱収縮性を有する上記第１の緯挿入糸１０を最も太い上記第２の緯挿入糸１１の上
面に位置させている。また、前記太い第２の緯挿入糸１１をファスナーテープＴの最も下
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面寄りに配している。こうすることで、編成後のスライドファスナーに加熱処理を行うと
、前記第１の緯挿入糸１０が収縮して、３列のウェールＷ１～Ｗ３をテープ主体部Ｔ２側
に引き締めて、前記第２の緯挿入糸１１がファスナーテープＴの裏面側に膨出するように
湾曲させる。
【００３３】
その結果、図２に示すように、ファスナーエレメント取付部Ｔ１の表面が段差をもってテ
ープ主体部Ｔ２の表面より下方に位置するようになり、同取付部Ｔ１の表面に編み込まれ
たファスナーエレメント列ＥＲの全体が、テープ表面から下方に沈み込み、テープ表面か
ら上方に露出するエレメント部分Ｅの高さが略半分となる。しかも、ファスナーエレメン
ト取付部Ｔ１のコース方向のウェール間密度が密となる。特に、隣り合う上下脚部Ｌ間を
連結するエレメント部分Ｅの連結部Ｃを上記テープ主体部Ｔ２側の２列のウェールＷ１，
Ｗ２の中間に配することは、更に上記段差を明確にする。
【００３４】
かかる構成により、図示例によるスライドファスナーが縫製などにより例え薄手でしなや
かな衣料品に取り付けられ、その衣料品にアイロンによるプレス仕上げが行われたとして
も、衣料素材にファスナーエレメントのプレス跡が残らず、常に美麗に仕上がる。更に、
ファスナーエレメント取付部Ｔ１のコース方向のウェール間密度が密となるため、同取付
部Ｔ１上におけるエレメント部分Ｅの固定が強固となり、同エレメント部分Ｅが移動する
ことがなくなり、更に噛合割れなどの不具合が防止される。
【００３５】
また、既述のごとくファスナーエレメント取付部Ｔ１の上記４つのウェールＷ１～Ｗ４の
うち、その最も外側に配されるウェールＷ４を構成する地鎖編糸８の太さを固定用鎖編糸
６，７よりも細くすることにより、製造されるファスナーストリンガーのファスナーエレ
メント取付部Ｔ１の外側端縁が他の部分に較べて薄手となるため、図２に仮想線で示すス
ライダーＳを操作してスライドファスナーを開閉するとき、同図に示すように前記外側端
縁がスライダーＳの狭小なエレメント案内通路中で邪魔にならず、スライダーＳを円滑に
操作できる。
【００３６】
また、ファスナーエレメント取付部Ｔ１の上記４つのウェールＷ１～Ｗ４のうち、固定用
鎖編糸６，７によるウェールＷ２，Ｗ３及び最も外側に配される地鎖糸８によるウェール
Ｗ４に沿って、それぞれ鎖編目間をジグザグ状に交絡しながら反転する経挿入糸９が編み
込まれている。この構成により、各ウェールの形態が安定化し、ファスナーエレメント列
ＥＲをファスナーエレメント取付部Ｔ１へ一層をんていした地イヴ体で固定することがで
きる。なお、テープ主体部Ｔ２側寄りの取付部地鎖編糸５によるウェールＷ１にも上記経
挿入糸９を加えてもよい。
【００３７】
しかし、上記固定用編糸や地組織に使われる各糸条の太さや本数はスライドファスナーの
種類や用途により決まるものであり、一律に規定されるものではない。そして、図４では
編目が緩んだ状態で示されているが、これは編物構造の理解を図るためであって、実際の
編目はもっと緻密に締まったものとなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の代表的な実施形態であるスライドファスナーの要部を上方から見た編成
組織図である。
【図２】同スライドファスナーの噛合状態を示す要部の断面図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　　鎖編糸
２　　　　　　　　　トリコット編糸
３　　　　　　　　　緯挿入糸
５，８　　　　　　　取付部地鎖編糸
６，７　　　　　　　固定用鎖編糸
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９　　　　　　　　　経挿入糸
１０　　　　　　　　　第１の緯挿入糸
１１　　　　　　　　　第２の緯挿入糸
Ｔ　　　　　　　　　ファスナーテープ
Ｔ１　　　　　　　　ファスナーエレメント取付部
Ｔ２　　　　　　　　テープ主体部
Ｗ，Ｗ１～Ｗ４　　　ウェール
ＥＲ　　　　　　　　ファスナーエレメント列
Ｅ　　　　　　　　　エレメント部分
Ｌ　　　　　　　　　上下脚部
ＥＨ　　　　　　　　噛合頭部
Ｃ　　　　　　　　　連結部
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